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ふうわ会報
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夏の集い・報告号

2009年度の「ふうわ夏の集い」は、岐阜県養老温泉にて、８/８（金）～１０日（日）に開催されました。今年は25組の仲間と、日頃よりご支援をいただいている皆さんが多数参加くださいました。

当日は、真夏の晴天の下、野外バーベキューでおいしい飛騨牛を堪能し、魚つかみやすいか割りなど、お楽しみもいっぱい。夜は親子そろっての花火遊びや工作教室。他にも、アロマドッグセラピーや音楽療法を楽しんだり、歴史・文化的名所に加え、おいしい大垣のぶらりウォークを楽しんだり。自由時間には、養老温泉のお湯をたっぷり楽しむこともでき、心も体もリラックス、リフレッシュできた三日間となりました。

岐阜のＦさん、お手伝いしてくださった岐阜の方々、そして、ボランティアの皆様、素晴らしい集いを、ありがとうございました。


主な活動（5月～９月）
· 5月15日　会報（第１8号）の印刷

· 5月18日　会報（第18号）の発送作業
· 5月18日　ふうわ応援セット　一草庵うどんセット販売開始

· 5月26日　全国盲ろう者協会評議委員会出席

· 6月１～2日　夏の集い下見

· 7月7日　夏の集い資料、総会資料印刷発送

· 7月13日　全国盲ろう者協会との打合せ　
· 8月7日～9日　夏の集い開催（岐阜県　養老温泉　ゆせんの里）

· 同時に総会を開催しました（総会の報告は次項を参照してください）

· 全国盲ろう者大会（群馬県　伊香保温泉）　ふうわ参加（８月22～24日）


平成２１年度ふうわ　総会の報告 
夏の集いにて、8月8日に平成２１年度ふうわ総会を開催しました。

正会員77名のうち、出席者19名委任状24名、合計43名で、過半数となり、総会が成立しました。議事は全て承認されました。ご協力ありがとうございました。

20年度会計報告は、別紙をご参照下さい。

21年度の新役員決定しました。活動については以下のように決まりました。

●平成21年度の活動
・   盲ろうの子を持つ家族が、メーリングリストでの情報・意見交換をとおし

て家族間の連帯を図る

・   会報の発行（年３回）

・   リーフレットの改訂を行う…写真の入れ替えをして、発行する

・   中四国大会への参加（11/14～15　香川県高松市）

・   家族の集い開催

次年度は全国盲ろう者大会の中で、ふうわの交流・勉強会を行う

2010年8月20日（金）～23日(月)

 　於　北海道　札幌プリンスホテル

・   助成金

応援セット販売を引き続き行い、集いの経費に充てる

●会計の規約（内規）について

・慶弔費について、新たに設ける。

・交通費について、車の場合を追加。

（1）慶弔費
正会員（盲ろう当事者及びその家族）が死亡した場合お悔やみ（弔慰金、または献花）をする。正会員以外については、役員間で話し合い、会長が決定する。
（2）交通費
車の場合は、15円/kmで計算して支払う。



今回は初参加の皆さんにメッセージをいただきました。

☆Ｔ・Ｍさん（Ｗちゃん・１才のお母さん）☆

はじめて夏の集いに参加させていただきました。

ふうわに入会したときから、この集いを楽しみにしていたので、ドキドキワクワクで参加しました。

受付開始前からたくさんの人に声をかけていただいたので、緊張せずに自然に皆さんと仲良くなることができました。

Ｗは昼夜逆転することが多く、日中はウトウト寝てばかりいるのですが、ボランティアの皆さんが根気強く何時間でも遊んでくださったので夜はグッスリ眠ってくれて、大助かりでした。そのとき教えていただいたお遊戯は今でも活用させていただいてます。

バーベキューや花火など、たのしいイベントがたくさん用意されていて、親子共々大満足でした。とくに長男はテンションが上がって走りまわり、皆さんにご迷惑をおかけしました。すみませんでした。

分科会や懇親会ではたくさんの方とお話することができて、とても楽しく、勉強になりました。

本当に楽しいことばかりで、ぜひ来年も参加したいと思っています。

この集いを計画してくださった役員、関係者の皆様、たくさん参加してくださったボランティアの皆様に深くお礼申し上げます。

私たち家族のまわりには盲ろうの方がいません。どうしていいか不安なとき、皆さんのアドバイスをいただければ助かります。今後ともどうぞよろしくお願いします。

☆Ｍ・Ａさん（Ｍ・Ｔちゃん・４才のお母さん）☆

今回、初めて参加させて頂きました溝上と申します。

この三日間は、全てが楽しくて、夢の中にでもいるようなひとときでした。

たくさんの方々との出会い、ふれあいがあり、智香本人にとっても、家族にとっても、貴重な体験をたくさんさせて頂きました。

人とふれあうって、こんなにもあたたかいんだ、出会いって素敵だな、もっとお話したいな、と、私自身思えました。だから、Ｔもそうだったと思います。

生き生きとした我が子の様子から、（この子は積極的な子なんだ。）と新たな発見がありました。

本当に、参加して良かったです。お世話になった全ての方々に感謝いたします。ありがとうございました。

☆Ｓ・Ｍさん（Ａくん・４才のお母さん）☆

8/8土曜日から１泊２日で参加させていただきました。会場に到着するまでは、正直、緊張と不安でいっぱいでした。しかし、到着するなり皆さん優しく接してくださり、そんな気持ちは吹っ飛んでいきました。

この２日間で得たものは、私にとってとても大きな財産になりました。先生や先輩お母さん方からのアドバイス、同じ年頃の子を持つお母さんたちと話して共感できたこと等々。

これまで、パソコンをググッては（※ググる＝グーグルで検索すること）あれでもない、これでもないと落ち込んでばかりでしたが、生の声を聞くことでこんなにも悩みが解決していくのかと驚いています。

また、Ａのお姉ちゃんと双子の弟が揃って、楽しかった～また行きたいなぁと言ってくれたことがなにより嬉しいことでした。これまでどこかに出かけても「碧がいるから」と言い訳をし、なかなか構ってあげられなかったのですが、この集いでは碧を介助してくださったおかげで、姉と弟とも十分に向き合うことができました。ありがとうございました。

来年また皆さんと北海道でお会いできるよう、節約生活に努めていきたいと思います。そして、Ａが一段と成長した姿をお見せできるよう、家族に協力してもらいながら、私なりに頑張ります。

楽しい２日間をありがとうございました。

☆Ｔ・Ｋさん（Ｙくん・１３才のお母さん）☆

初めて参加させていただきました、千葉のＴです。去年ふうわに入会して、夏の集いのことを聞いて楽しみにしていたので、今回参加できて、とてもよかったです。

長い長い夏休みに入って、毎日子どもが家にいて、親にとっては大変な日々が続くので、親子別々に行動することができるのは嬉しいのですが、初めて会うボランティアさんとうまく過ごせるのか、迷惑かけちゃうんじゃないか、と、心配してました。でも、ニコニコして楽しそうにしている様子を見て、ほっとしました。子離れできてないのは、私の方でした。

先輩ママの体験談や失敗談を聞けたことは、何よりも良い参考になります。子どもが生まれてからふうわに入会するまでは、同じ思いを語り合える人がそばにいなかった私にとって、とても身近に感じられ、体の力が抜けて楽になれました。もっともっといっぱい話を聞きたいと思いました。

たくさんの方々のお世話になり、とても楽しい三日間を過ごせました。ありがとうございました。来年の集いが、待ち遠しいです。




１．料金、場所、企画内容

・子ども料金の設定がもう少し細かいと嬉しかった。

・便が良い所で、わかりやすい所が良い。

・子ども達と沢山遊べて、父母の皆さんとも食事等でお話でき、またお邪魔したい。

・内容が充実していてとても楽しめた。新しい世界が広がった。

・皆がゆったり過ごせるスケジュールで参加しやすい雰囲気だった。

・盲ろうのお子さん、お母さん同士の交流、兄弟、姉妹の交流、通訳介助の方との交流、他何ものにも変えがたいたくさんのモノを得た。

・五平餅作りは、準備に参加できる子ども達が楽しみながら出来る良い活動。盲ろう児がもっとかかわれるとよかった。

・イベント時の移動時間、ほとんど必要なくて良かった。

・バーベキューのお肉すごくおいしかった。

・２日目のバーベキューを担当し「おいしい」の感想を聞けて安心した。

・バーベキュー、なかなか食べ物にありつけず、子供の食べられる物が少なかった。

・食事の後の活動は2時間後ぐらいがよいのでは？1時間後だと少しキツイ。

・交通費頂いて申し訳ない。交通費が出る事に驚いた。

・企画の内容、時間、ホテル使用についてなど、もう少し詳しい説明が欲しかった。

・家族にも初めに全体の流れを説明する時間をつくったらいい。

・食事の和室、洋室で内容が違ったので、事前に一言あった方が良かった。

・雨などで予定変更がある場合、また介助担当者変更等、伝達方法などきちんと

伝えてほしい。情報が色々飛び交い混乱した。

・通訳介助の方が来たりこなかったりで少し戸惑った。

・名札に振り仮名が欲しかった。

２．会報の感想、要望

・毎回楽しく、興味深く読ませて頂いています。ありがとうございます。

・子どもさんの学校や職場での様子を教えてほしいです。

・盲ろうの子どもを持つ親にとって貴重な情報誌としての会報にしていけるように

みんなで協力して取り組めたらいいなと思う。それがのちに一冊の本にでもなれば、これまで関わって下さった方々とまた子ども達の成長を楽しめるのではないか？

３．今後の集いに希望する事
・今回は全て企画も準備もお任せしすぎて反省している。次回はもう少し皆で作り関われる集いもいいのかなと思います。
・何歳になっても盲ろう｛先天性｝である事に変わりなく、学校卒業後はもっとこの様な勉強会、集いは必要になっていくのではないか？
・子どもをみて頂ける事で、親同士勉強会させて頂く事がとてもありがたい。先輩ママ、同年代ママさんそれぞれから聞かせてもらえる事が、全部自分にとって勉強になる事でこれからも是非集いを続けていきたい。
・年に1度みんなが集える場をずっと続けていけるように、協力出来ることがあればさせて頂きます。
・体験コースを増やしてほしい。
・自分の自由な時間｛昼間｝をいただけるとありがたい。

4.その他、感想
・地元岐阜での開催で、久し振りに参加させて頂きました。以前担当したお子さんの成長をみる事が出来て嬉しく思いました。
・自分の子と似た家族を紹介してくれたり、積極的に話しかけてくださったりと、不安と期待で向かった私たちの心をほぐして下さりうれしかったです。

☆皆さまから貴重なご意見を頂きました。来年の集いに向けて反省しまた、新たに改善、工夫、努力していきたいと思います。ありがとうございました。


研修会の報告

今年は、三日目の午前に、３つのテーマでグループに分かれ、分科会ごとに意見交換をしました。

①思春期の性｛男子｝・・・お子さんがｊ20歳～6歳男の子のお母さん方計４名

年齢も幅広く参加し、今困っている事をそれぞれで出し合い、今出来る事、今後の対応についてなどを話し合いました。

公共の乗り物を利用中、体の変化が起こってきたため、次の駅で途中下車させようか迷っているとおさまった。今後公共の場でこのような場合どう対応するか本人に伝える必要があると感じた。

就寝時に小さい頃から添い寝をしていた。添い寝をしている人の唇を触り、体の変化が起こってきたことがある。今後施設の利用等を考えると一人でも就寝出来るようにしていく。

小学部低学年の頃、本人がくつろげるお気に入りのベッドで揺れ心地が良かったようで、自分で対処していた。

夜睡眠がしっかり取れるように、日中活動を一緒にやった。

入浴中自分で触ったり、父親の背中にこすりつけたりしている事がある。

他にも色々意見がでましたが、時間が限られていたので主な事を書き出しました。

分科会を終えて

それぞれ子どもの状態が違うので、これが一番良い方法というのはわからないが、子どもの年齢、変化に対処していけるように情報交換をしていく事で早目の対応が出来るのではないかと感じた。

②進路・・・お子さんが小学校就学前のお母さん２名、中学部のお母さん３名、高等部のお母さん２名、卒業後のお母さん２名、計９名

＜小学校就学前のお子さんのお母さんから＞

就学を盲学校、ろう学校、その他の障害を有する生徒の通う特別支援学校、普通小、ど
の学校にするかを悩んでいる。子供のどこを伸ばしたいかを考えるよう、通園施設の先生から助言されるが、１つには絞れない、全てを伸ばしたいので、どの学校を選択したら良いのか決められないでいる。通学も遠距離だと悩んでしまうと言った声が出された。

→中学部以上のお子さんを持つお母さんからのアドバイス

　・いろいろな学校を見学、相談してみると良い。就学を決めた学校だけではなく、教育相談生として、他の学校にも通うと良い。

・遠距離でも通っている人は多く居るので、こどもに合っている学校と思ったら頑張るとよいと思う。

＜中学部、高等部のお子さんのお母さんから＞

　学校卒業後の進路先として、既存の施設ではなかなか自分のこどもの障害に合ったところがない。学校の保護者で作業所作りの活動中。

　今なら、空きが有る施設が有るが、まだ中３なので高等部を卒業させたいが、どうしたら良いか悩んでいると言った声が出された。

＜卒業後のお子さんのお母さんからのアドバイス＞
　・いろいろな種類の現場実習を通し、自分には、又、こどもには、どこが合っているのかを見て行くと良い。

　・学校の先生や福祉担当者との相談以外にも、周りの親からの情報を沢山得よう。

　・親が見学会などを行うのも良い。

　・施設内でも職員や周りの親に盲ろうを分かって貰うよう努力しよう。娘が通所施設の中で、全くコミュニケーションをとって貰えてなかったことが分かった。全国盲ろう教育研究会では施設職員にも盲ろう者との関わり方を勉強して貰うことが出来る。

· 高等部在籍中のお子さんのお母さんから、盲ろう障害を有すると単一の視覚障害や聴覚障害の生徒に比べ、学習に３～５倍の時間が掛ることを県教育委員会に理解して貰うことが出来、ろう学校から盲学校へ編入し３年の教育期間延長が叶った報告が有った。

③盲ろう児のコミュニケーション

・・・お子さんが未就学児　5名、中学生2名、高校生2名のお母さん計９名

Q　好きな遊びのオブジェクトサイン（物を使ったサイン）はいくつか理解しているが、自分から発信がない。

A  自分から発信するには、まずたくさんサインを受信するようになってから次の段階。最初はオブジェクトサインが理解しやすい。受信できたら、オブジェクトサインと平行して手話などのサインに移行していく。

　　この時に大切なことは、手話など形にこだわらず、本人が表現した動作は尊重してサインに使うと理解しやすい。

　生活全般にわたって本人の意志、気持ち等の表出を‘待つ’ことが大事。

Ｑ　‘食べる’ことについては理解できているようで、食事の時は自らテーブルにやって来て準備が出来ていない時は台所まで来る。

‘待つ’ことが大事なことは分かるが、待てる時と待てない時があるのはどうしたものか？

A　‘食べる’ことが好きならば、安全な範囲で、一緒に料理をして、食卓に出てくる過程を経験させて伝える。

　　

Ｑ　本人の好きなことを見つけ、興味をいかに広げていくかが今後の課題。

　　すきな玩具を探すのが難しい。

A  　玩具にこだわる必要はない。

　　生活の中で本物に触れ、その中から興味を持つもの、好きなものを探していけば良い。

　

Q  サインの意味にずれがある。

　　親は‘欲しい’のサインで使っているが、本人は‘頂戴’という意味にとらえているようだ。

A　本人の意志を尊重してあげた方が理解しやすいのでは。

Q　耳が少し聞こえるので、カスタネットを耳元でたたくことを好むが、あまりに激しいと自傷行為になってしまうのではと心配。

A　自傷行為が刺激になって癖になる場合があるので、他に興味がいくようにしてあげるとよいのでは。

幼少の頃怒ると自傷行為を行い、自傷行為自体を止めさせようとすると、余計に激しくなり、治まるまでに時間がかかった。それよりも、「あなたの気持ち（怒っている）はわかったよ」と本人に伝えるようにしたら自傷行為はなくなった。

Q　小２の時に獲得したサインを中学になった今も使っているが、今の担任は年相応のサインに変えようとしており、戸惑っている。

　　又、本人の状況を周囲に理解してもらえるだろうか？

A　本人が発信しているサインを変える必要はない。

　　盲ろうという障害を理解していただくためにも、‘ふうわ’のリーフレットや会報を活用して、集いにも積極的に誘うようにしたらよいのでは。

新会員紹介　　ようこそふうわへ！

☆Ｔ・Ｗちゃん（１才）☆

初めまして。新しく入会したＴと申します。夫と私、長男（２歳）、長女（１歳）の４人家族です。長女のＷは、２５週７４８グラムの超未熟児として生まれ、半年間NICUに入院しました。

出産直後には産声をあげ、ひと安心したのですが数時間後、腹腔内で大出血を起こし、

生命の危機だと医師から告げられ、目の前が真っ暗になりました。それでもなんとか交換輸血で持ち直してくれたのですが、その後も動脈冠のクリッピング手術、壊死性腸炎による人工肛門の造設、出血後水頭症のリザーバー手術と、数々の大手術を乗り越えてくれました。

毎日「もう何も起こらないでください。」と、祈りながら過ごしていましたが、祈りは通じず、生後３ヶ月で重度の未熟児網膜症で早期の手術が必要だと告げられました。

しかもその手術はこの地域では実施している病院がなく、Ｆ大学まで行かなければなりませんでした。まだ予定日にも達していないこの小さな子をどうやって連れていこうか、もし途中で呼吸が止まったり血中酸素が下がったらどうなるのかと不安だらけでしたが、先生方と相談し、手動の人工呼吸器と携帯用のモニターをつけて飛行機で連れて行くことになりました。

幸い無事に到着し、手術を受けることが出来ましたが、やはり相当に重度でしたので、剥離を繰り返し、１歳６ヶ月の現在まで４回の入院手術をしましたが、視力は光覚程度になるだろうと覚悟しております。

聴力の方はNICU退院時の検査で難聴がわかり、なぜこの子ばかり・・・と落ち込みましたが、その後の検査で少しですが聴力があり、補聴器をつけると大きな話し声が聞こえることがわかり、少し光が見えたような気がしました。

NICU退院後、どう子育てすれば良いのかわからず手当たりしだいにパソコンをみていたら、ふうわの事を知りました。「皆さんの体験談が聞ける！」と思うととても心強く、すぐに入会させていただきました。

Ｗが生まれてから泣いたり、落ち込んだり、いろいろありましたが、少々のことではヘコまない、強い気持ちを少しづつＷにもらっているような気がします。

最近では、歌をうたってお遊戯をするとニッコリ笑ってくれることがあります。

これからもいろんな事にチャレンジしてＷの楽しみを見つけていきたいと考えています。

どうぞこれからよろしくお願いいたします。

☆Ｓ・Ｋくん（３才）☆

はじめまして。Ｓと申します。東京都に住んでいます。息子の名前はＫです。

Ｋは２４週で生まれました。生後数日で腸に穴が開き３度腸の手術をうけました。その後、未熟児網膜症になりました。更に緑内障になり出血と眼圧の上昇でなかなか手術できる状態にならず焦りと不安で苦しい日々でした。生まれた病院には半年入院していたのですが、その間耳の検査は無反応でした。

１才近くなった頃、出血もほぼなくなりやっと目の手術を受けることができました。手術は成功したのですが光に反応しているかは、わかりにくいです。

１才半頃、ウエスト症候群になりました。治療はうまくいき脳波はほとんどきれいになったそうです。

最近の耳の検査では、たいこの音に反応があります。

・・・いろいろありましたが手帳でいうと、視力左右手動弁１級　聴力３級　体幹機能２級・・・ということになりました。

今息子は３才です。この４月から肢体不自由児通園施設に週３日母子通園しています。ありがたいことに最近のＫはとても元気で、腰はふらふらしていますが立つのが好きで私の手を振り払おうとします。トンとたたくと、にこにこしてトンと返してきます。感情も豊かになりＫのパワーにすっかり負けてるなぁと思う毎日です。』

＊＊ご寄付のお礼＊＊
2009年８月までに36名（匿名希望4名）の方からご寄付をいただきました。

合計432,000円を、ここにご報告させていただきますと共に、心よりお礼申し上げます。

また、昨年の夏より皆様にご協力いただいて居ります「ふうわ応援セット」の収益金の内、１０万円を集いに使わせていただく事ができました。

その他、多くの皆様より募金をいただきました。　　

心より御礼申し上げます。

応援してくださっている賛助会員の皆さん、ありがとうございます。

これからも末長く、よろしくお願いいたします。


お知らせ　　　２冊の本を紹介します
「ゆびさきの宇宙～福島智・盲ろうを生きて」
生井久美子著　岩波出版　1,800円+税

著者は、朝日新聞社の記者の方で、長年にわたって福島智さんの取材をされた方で、丁寧な取材に基づいたノンフィクションの本です

「さとしわかるか　」
福島礼子著　朝日新聞出版　定価　1600円+税
福島智さんのお母様が綴った智さんの子育て記。
智さんが盲ろうとなってどん底の時に、お母様が、ふと思いついた指点字。
この本の題名の「さとしわかるか」は、初めて智さんの指に打った言葉です。


	２００９年度会員手続きのお願い
2009年度（６月～翌年５月）の会員継続がまだお済みでない方は、お手続き（会費納入）をよろしくお願いいたします。

なお、会報を点字版、拡大版で希望される方、または会報送付を希望されない方は、

その旨振替用紙にご記入ください。

賛助会員は随時募集しています。お知り合いの方をお誘いいただきたくお願い申し上げます。
　　　　　 正会員(盲ろうの子とその家族)年会費　　　　3,000円

個人賛助会員年会費　１口1,000円（口数は問いません）

団体賛助会員年会費　１口5,000円（口数は問いません）




ゆうちょ銀行以外の金融機関からお振込みの場合は、下記「店名・口座番号」です。

お願い
　ご住所が変わられる場合は、事務局までTEL/FAX または 下記メールアドレスまで、

ご連絡をお願い致します。

【編集後記】

　９月ももうすぐ終わり・・・。吹く風にもすっかり秋の気配を感じられるようになりました。今年の夏は、始まりが遅かっただけに、秋の訪れには、何かもの悲しいものを感じるのは、私だけでしょうか。全国的に加速している新型インフルエンザの脅威には立ち向かいつつ、これからの秋本番を、謳歌したいですね。

さて、今回の夏の集い報告号はいかがだったでしょうか？

初めて会報の編集をさせていただきました。先輩の皆さんに教えていただきながら、また原稿等ご協力いただいて無事終わることが出来ました。ありがとうございました。

問合せ・連絡先

メールアドレス　　fuwa_wawa@yahoo.co.jp

ホームページ　　　http://fuwa.s151.xrea.com/index.html
雨が続いた８月初めの７日８日９日と“ふうわ夏の集いIN岐阜”開催することができました。


１歳から２４歳と幅広い年齢にわたる盲ろう児が参加し、２５家族で家族総数８９名でした。その他に一般参加者とボランティアを合わせて１０２名の参加を頂きました。


７日ドックセラピー、盲ろうの子どもたちは「何だ・・・何だ・・」と言った顔でやさしく触れていました。夜はペットボトルを使っての工作・・・・兄弟姉妹からは「夏休みの作品に出来そう」そんな声が聞こえてきました。


８日テントを張ってのバーベキュー、鮎つかみ、五平餅、焼そば、氷かき、スイカ割りと、準備段階より盲ろうの子どもたちも楽しく参加できました。母たちは勉強会と介助してくださった皆さんありがとうございました。夜はみんなで花火、目を近づけてみていました。においも・・“あ”これかってわかったかな。


９日大垣市ぶらりウォークに電車で出かけました。おいしいお水にお菓子を食べてみんな笑顔で帰ってきました。ホテルに残り音楽療法を体験したこと・・楽しく過ごした３日でした。


盲ろうの子と家族は、ボランティアさんの御協力のもと情報交換ができ、元気の源を得ることができました。家族たちは、ボランティアさんからも色々学び、楽しい出会いを頂きました。


集いに御協力下さいました皆さんありがとうございました。


事故無く無事開催できましたことを感謝いたします。ありがとうございました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集い担当　Ｆ





銀行名　　　ゆうちょ銀行　　　　　店番　　０１９


店名（カナ）　 ○一九店（ゼロイチキュウ店）


預金種目　　当座　　　　　口座番号　　0629057


受取人名　　　フウワ








郵便振替口座　　00110－9－　629057　　　　　


加入者名　　　　　ふうわ　　　　　　　　　　　　








訃報


正会員、Ｋ・Ｒくんのお父様が７月に御逝去されました。ここに謹んでお悔やみ申し上げます。





第15回中・四国盲ろう者大会のお知らせ


11月14日（土）～15日（日）


サンポートホール高松（香川県高松市サンポート2-1）


問い合わせ　香川県盲ろう者友の会事務局　TEL/FAX　0877-28-5480


14日午後に　「盲ろう児の家族から」の発表もあります。
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